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カ
レ
ツ
キ
1

由
『
濁
占
度
』
と
分
問
機
構

第
六
十
四
各

/、、

第
四
、
五
、
六
競

O 

カ
レ
フ
キ

l
ω

『
濁
占
度
』

三
分
配
機
構

島

津

亮

J
-
m
ピ
ン
ソ
ン
の
『
不
完
全
競
一
年
の
経
梼
皐
』
及
び
E
・
チ
ェ
ン
バ
リ
ン

ω
『
猟
占
的
競
争
の
迎
諭
L

が
現
わ

れ
て
以
来
、
完
全
競
手
と
完
全
絹
占
と
の
中
聞
に
位
置
づ
け

ιれ
る
不
完
全
競
争
乃
至
は
猟
占
附
競
争
の
理
論
が
皐
田
仲
に
沿
い
て
多
産

一
九
三
三
年
に
、

な
業
績
を
も
た
ら
し
た
と
と
は
周
知
の
と
と
で
あ
る
。
と
の
分
野
の
研
究
は
ケ
イ
ン
ズ
「
一
般
迎
論
』
を
め
ぐ
る
諮
研
究
と
共
に
一
九

三

0
年
代
以
後
の
劃
賜
的
業
殺
で
あ
る
が
、
『
不
完
全
競
争
理
論
』
に
せ
よ
、
寸
ケ
イ
ン
ズ
理
論
』
に
せ
よ
、
い
づ
れ
も
盟
論
経
滑
凪
干
に

K
M

け
る
一
九
三

υ年
代
以
後
の
リ
7
リ
ズ
ム
の
傾
同
を
一
市
唆
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
今
後
、
理
論
経
済
且
干
に
止
け
る
「
リ
ア
リ
ス
テ
ィ

ツ
ク
・
ア
プ
ロ

I
千
』
が
益
全
盛
ん
に
在
る
も
の
ム
し
す
れ
ば
、
と
れ
ら
こ
う
心
理
論
は
恐
ら
く
最
も
手
近
か
な
用
具
と
し
て
繰
返
し
精

敵
さ
れ
利
用
さ
れ
る
と
と
が
諜
恕
さ
れ
る
。
か
か
る
傾
向
え
の
恐
ら
く
さ
き
が
け
を
な
す
も
む
が
M
・
カ
レ
ツ
キ

1
の
『
経
棟
竣
勤
理

論
に
闘
す
る
諸
論
文
』
(
九
三
九
年
)
で
あ
一
っ
た
と
言
う
な
ら
ば
或
い
は
一
吉
い
す
ぎ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
以
後
の
諸
論
文
が

彼
の
研
究
を
取
扱
う
そ
白
仕
方
に
蒔
い
て
、
少
く
と
も
カ

ν
内
ソ
キ
ー
が
「
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
」
ブ
ロ

1
千』

E
喚
起
し
た
有
力
左

存
在
で
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
白
書
物
の
主
た
る
特
色
は
一
言
に
し
て
査
す
友
ら
ば
、
『
不
完
全
競
争
理
論
』
白
若
干
の
成
旧
市
在
一

般
的
雇
傭
水
準
・
産
川
高
水
準
の
縫
動
忙
闘
す
る
「
ケ
イ
ン
ズ
理
論
』
に
越
川
す
る
と
と
で
あ
っ
た
。
己
れ
に
沿
い
て
カ

ν
ツ
キ
ー
の



「
淵
占
皮
L

は
最
も
注
目
す
べ
き
着
想
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
所
得
白
介
配
を
決
定
す
る
要
因
が
と
の
「
濁
占
皮
』
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
程
、
乙
れ
は
重
要
な
慨
念
で
あ
る
。
然
し
と
の
こ
と
は
カ

ν
ツ
キ
ー
の
み
に
と
ど
ま
ち
十
、
共
後
、
如
何
な
る
農
業
が
狽
占

的
で
あ
り
、
従
ワ
て
各
種
目
産
業
が
夫
、
々
如
何
な
る
『
猫
占
皮
』
を
も
つ
か
3

と
い
う
や
う
な
問
題
が
統
計
的
資
澄
的
に
研
究
せ
ら
れ
る

と
共
忙
、
元
来
は
市
場
に
ゐ
け
る
『
倒
格
の
理
論
』
で
あ
っ
た
「
不
完
全
競
争
理
論
』
が
生
産
要
素
の
配
分
の
問
題
。
所
得
分
配
D
問

題
。
資
質
賃
銀
水
準

ω
問
題
a
な
ど
に
遁
刑
さ
れ
る
に
至
る
や
、
か
か
る
理
論
の
受
常
性
を
再
検
討
す
る
必
要
が
感
ぜ
ち
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
即
ち
一
川
来
は
債
格
理
論
と
し
て
旧
愛
し
た
不
発
競
争
理
論
の
用
具
を
騒
使
し
て
分
間
D
問
題
が
労
金
に
説
明
出
来
る
も
白
か

E

う
か
。
我
々
は
蹴
に
限
界
生
産
力
設
に
沿
い
て
債
格
理
論
と
分
配
理
論
と
が
統
一
的
に
均
衡
理
論
白
場
に
沿
い

τ取
扱
わ
れ
て
い
る
と

と
を
知
つ
ζ

い
る
。
然
し
現
買
に
む
け
る
賃
銀
水
準
、
債
銀
率
の
決
定
は
阜
忙
限
界
生
産
力
設
の
み
を
以
て
説
明
し
告
ほ
せ
る
も
白
で

は
な
い
。
と
の
種
の
設
明
に
上
る
賃
銀
は
労
働
能
率
に
封
ず
る
報
酬
と
し
て
の
賃
銀
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
限
界
生
産
力
設
に
土

る
賃
銀
理
論
の
安
ν
同
性
は
あ
く
ま
で
隼
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
賓
の
賃
銀
と
し
て
我
々
む
考
え
る
賃
銀
と
は
、
能
率
給
と
し

て
の
賃
銀
む
み
・
な
ら
ず
、
生
活
給
と
し
て
白
賃
銀
の
特
質
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
h
J
、
更
に
階
級
的
賃
銀
(
所
謂
職
階
制
)
を
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
ぎ
り
は
、
先
づ
枇
曾
↓
全
般
と
し
て
白
書
間
基
金
が
如
何
忙
し
て
規
定
峰
、
れ
る
も
白
で
あ
る
か
を
箇
々

D
賃
銀
理

論
に
立
入
る
前
に
考
察
す
る
必
喪
が
あ
る

D

か
か
る
賃
銀
幕
令
読
的
研
究
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
左
い
が
、
祉
合
金
慨
に
治
け
る

賃
銀
基
金
が
如
何
に
規
定
さ
れ
る
か
の
問
題
は
問
題
の
重
大
枠
忙
比
し
て
説
明
原
理
の
貧
困
の
た
め
に
未
だ
充
分
忙
説
明
さ
れ
た
も
の

冒
と
は
言
い
難
い
。
カ
レ
ツ
キ

l
の
「
狗
占
皮
』
に
よ
る
分
折
も
極
め
て
す
ぐ
れ
た
研
究
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
重
要
な
要
因
が
脱
落
し

た
た
め
に
、
結
果
は
満
足
友
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
然
し
彼
の
分
析
を
吟
味
す
る
と
正
に
よ
っ
て
却
っ
て
新
し
い
分
野
が
開
拓
さ
れ
な

い
と
も
限
ら
伝
い
。
買
に
カ

ν
ツ
事

1
は
多
〈
D
問
題
を
提
附
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

カν
ヅ
キ

I
D
『
潤
占
度
』
と
分
配
機
構

第
六
十
四
巻

= 
九

第
四
、
豆
、
穴
披



カ
レ
ヅ
キ
ー
の
『
調
占
度
』
と
分
間
機
構

第
犬
十
四
巻

四
O 

第
四
、

E
、
犬
山
静

さ
で
、
『
調
占
度
』
に
ゐ
け
る
「
狽
占
』
概
念
は
、
『
寡
占
』
〈
C
E
官
官
。
一
る
と
か

念

E
D
概
念
が
普
及
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
今
日
で
は
二
章
一
の
意
味
を
も
つ
や
う
に
な
っ
た
。
卸
ち
一
方
で
は
、
そ
り
生
産
物
に
劃
す
る

代
替
物
が
存
在
せ
ヂ
、
そ
の
寅
手
の
債
格
操
作
が
他
白
生
産
物
の
買
手
か
ら
何
等
の
一
反
踏
を
邑
惹
起
せ
し
め
注
い
よ
う
な
単
一
の
寅
手

が
市
場
を
支
配
す
る
揚
合
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
完
全
競
争
と
針
置
せ
ら
れ
る
一
つ
の
限
界
概
念
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
更
に
一
般
的
に

個
々
白
買
手
が
市
場
に
沿
い
て
完
全
競
争
戒
態
か
ら
話
離
し
て
い
る
場
合
を
意
味
す
る
。
後
者
の
意
味
忙
長
け
る
「
獅
占
』
は
種
々
の

程
度
に
沿
い
て
存
在
し
得
る
放
題
で
あ
り
、
完
全
競
争
の
赦
態
か
ら
何
等
か
の
耗
反
に
辛
い
て
罪
離
し
て
い
る
限
担
、
大
多
数
の
市
揚

aap 

忙
沿
い
て
或
る
程
度
、
存
在
し
得
る
斌
態
で
あ
る
(
置
と
。
而
し
て
「
猟
占
皮
』
の
概
念
は
後
者
の
『
不
完
全
競
雫
』
を
意
味
す
る
『
濁

司
生
売
物
の
分
極
』

A

島町司日

g吾昨日
S

O
『
守
O
L
E
O

占
』
概
念

ι由
来
し
、
そ
れ
を
測
定
す
る
た
め
に
償
格
と
限
品
費
用
と
の
聞
き
を
慣
格
で
割
っ
た
比
率
を
以
て
『
狽
占
皮
』
白
指
標
と

ζ

白
と
と
は
ク
ー
ル
ノ
ー
が
『
宮
の
理
論
の
数
附
学
的
原
理
に
闘
す
る
研
究
均
三
八
三
八
牛
)
に
沿
い
て
、
完
全
競
争
の
基
準

し
た
の

を
債
格
と
限
界
貿
加
と
の
均
等
に
求
め
た
の
を
逆
に
利
用
し
た
も
の
で
、
債
格
と
限
界
費
刑
と
の
草
離
白
祝
度
を
市
場
D
不
完
全
性
、

乃
至
は
狽
占
性
在
一
万
す
基
準
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
ζ

れ
か
ら
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
カ
V

ツ
キ

1
の
『
澗
占
皮
』
は
A

・F
-
ラ
l
ナ
1
の
「
澗
占
力
皮
の
指
数
L

(
註
2
v

に
倣

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
ラ

1
ナ
ー
に
烏
い
て
は
、
企
業
の
『
劉
占
力
度
白
指
数
」
'
と
し
て
『
需
要
白
斑
力
性
白
逆
数
』
を
以
亡
定

義
し
亡
い
る
。
と
と
ろ
が
「
濁
占
皮
』
を
測
定
す
る
場
合
に
、
需
要
の
抑
力
憶
に
し
て
も
、
限
界
費
別
忙
し
で
も
、
と
れ
ら
を
直
接
に

統
計
的
に
算
川
す
る
ノ
ζ

と
は
殆
ん
ど
不
可
能
陀
近
い
の
で
、
と
の
た
め
忙
は
別
個
白
工
夫
を
必
要
と
す
る
。
カ
レ
ツ
キ

l
の
『
狽
占
皮
』

白
特
色
は
先
づ
そ
れ
の
寅
際
的
に
測
定
し
や
す
い
公
式
を
導
出
し
た
と
と
に
あ
る
。
(
従
っ
て
と
の
た
め
に
カ
レ
ツ
キ

1
の
『
濁
占
皮
』

は
一
克
来
D
寸
濁
占
度
」
の
定
義
L
」
回
開
っ
た
再
の
に
な
っ
た
と
と
は
注
意
を
要
す
る
。
)
市
し
て
彼
は
そ
の
公
式
を
利
用
し
て
園
民
所
得
の



‘' 

分
配
を
規
定
す
る
要
囚

J

が
彼
の
『
濁
占
皮
』
と
賃
銀
費
用
化
劃
す
る
原
料
費
用
白
割
合
v
と
に
依
存
す
る
所
以
を
明
か
に
し
た
。
彼
白
鮮

か
な
分
析
は
非
常
な
注
目
を
惹
昔
、
我
園
に
や
い
て
も
中
山
伊
知
郎
博
士
を
始
め
、
既
忙
貴
重
在
る
研
究
が
若
干
白
諸
先
輩
に
よ
っ
て

護
表
せ
ち
れ
い
る
。
私
の
研
究
も
と
れ
ら
内
外
の
諸
業
績
め
に
導
か
れ
つ
つ
賃
銀
理
論
の
新
し
い
分
析
方
法
と
し
て
、
カ
レ
ツ
キ

I

C

理
論
に
注
目
し
、
と
れ
を
手
懸
り
と
し
て
賃
銀
水
準
の
決
定
に
沿
け
る
諸
要
因
を
究
明
せ
ん
と
試
み
た
③
以
下
、
第
一
節
に
蒔
い
て
、

ヵ
レ
ツ
キ
ー
の
所
設
を
比
較
的
忠
貨
に
紹
介
し
、
第
二
一
節
に
沿
い
て
彼
の
理
論
の
前
提
を
吟
味
し
、
第
三
節
忙
沿
い
て
、
賃
銀
水
準
を

決
定
す
る
「
弱
占
皮
」
な
る
も
白
が
如
何
な
る
程
度
に
ゐ
い
て
妓
果
を
も
つ
か
を
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。

(註
i
)

乙
の
『
調
占
』
白
二
つ
の
意
味
は
目
下
の
如

4
回
別
す
れ
ば
明
瞭
に
な
る
。
消
費
者
自
各
種
の
生
産
物
相
玄
関
白
『
需
要
の
斜
H

現
力
怯
』

《
2
0鼠
J
A
Z
z
n
H
q
。
『
骨
E
Eま
(
乙
、
丙
、

T

P

生
産
物
倒
格
に
封
ず
る
甲
生
産
物
。
需
要
の
弾
力
怯
)
が
完
全
摘
占
を
意
味
す
る
『
濁
占
』

の
揚
骨
に
は
雫
。
完
全
競
争
山
場
合
に
は
無
限
大
。
而
し
て
『
不
完
全
競
争
』
を
窯
障
す
る
『
閥
占
』
の
場
合
に
ほ
と
の
『
需
要
の
斜
U
弾
力
性
』

が
有
限
値
を
と
る
。
(
ロ
「

Z
岡
田

E
。
♂
冨
Z

E
官
官
5
2
2
2戸
肘
宮
内
m
u
p官
ロ
ヲ
開
g
g
E
n
g
E
σ
E
a
L
忠
岡
。
。

EoZ)

(註

2)

力
レ
ッ
キ
ー
の
『
摘
占
度
』
《
色
合
同
日
向
。
市
目
。
ロ
品
。
】
三
の
概
念
は
、
一
フ

1
ナ

1
(
K
M
]
M
F
O
E
2
)
が
『
調
占
の
概
念
1c
調
占
力
目
測
官
』
《
寸
官

ロ3
0
4斤

C
『出向。
E
旬
。
守
自
色

p
n
冨
Z
m
E
g
m己
主
冨
自
O旬
。
}
可
吋
C
室
内
同
》
(
同
04お
者
。
『
同

003-。自ち

P
E
E
-
〈
己

F
T
u
o
H
C忠
V

正
司
令
請

丈
"
に
お
い
て
伺
格
P
と
限
界
費
用
M
と
の
差
の
債
格
P
に
蜘
到
す
る
比
寧
、
即
ち
(
、
!
誌
に
、
を
総
務
組
織
が
完
全
競
争
心
揚
骨
に
濯
し
得
る
一
世
曾

的
最
誼
朕
態
か
ら
抗
離
す
る
程
度
を
測
定
す
る
指
標
と
し
て
『
調
占
力
度
の
指
数
』
《
百
骨
肉

o
m
F
o
b品
目
向
。
町
宮
。
E
句

o
q
T当
日
》
唱
と
呼
ん
山
に
も

の
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
ラ

1
ナ

1
目
『
調
丙
力
度
』
が
若
干
趨
容
さ
れ
て
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
『
景
集
循
環
論
』
色
が
周
回
目
E
F
J
F
0
4
E骨

円
Z
F
巴
担
》
に
お
い
て
位
、
『
需
要
の
弾
力
性
遁
減
目
法
則
』
《
『
君
。

T
T
E
E
E品
目

M
m
c
a
q
t
u
-
E
E
f
曹
と
し
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
ロ

差
し
、
限
界
費
用
が
限
界
股
益
に
撃
し
い
限

p
、(出
u
l
h
h
之
、
は
需
要
の
現
力
性
心
誼
設
に
轄
し
い
か

b
で
あ
る
。

(2) (1) 

FOM
内
?
問
問
白
円
mrpu
由。ョ

0
2。向。

B
E
z
-
-巳
]UE
開
g
E
E
S
H
S
E
m
r
Z己
F
H
c
g
u
宮

y
H
l
g

冨
同
巳
2
z
u
開
閉
宮
古

E
F
O
吋】見
0
4
。
同
開
S回
OEMO
相官
R
E
Z
S問
、
呂
ωP
司

F
F

カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
狗
占
度
と
』
分
間
棚
橋
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苫
て
カ
レ
ツ
キ

1
の
問
題
と
す
る
と
と
ろ
は
、
園
民
所
得
白
中
に
占
め
る
賃
銀
労
働
者
所
得
の
割
合
が
英
闘
に
沿
い

τ
(第
一
表
)

も
米
闘
に
止
い
て
(
第
二
表
)
も
夫
々
四

O

四
コ
%
、
三
四
=
一
九
%
と
一
吉
う
如
く
、
凡
そ
一
九
一

0
年
代
か
ら
一
九
三
五
年
頃
ま

で
の
相
官
長
期
間
を
と
っ
て
も
、
更
に
ま
た
相
隣
れ
る
年
度
を
比
輸
し
で
も
降
ぼ
安
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
統
計
的
事
責
か
ら
出
費
し

て
、
そ
白
安
定
性
の
理
由
主
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

英

却 7%思
国
民
所
得
に
お
け
る
賃
銀
静

働
者
所
司尋
のむ
割
合

43.0 

40.8 
42.0 
43.0 

43.0 
42.4 
41.1 

43.7 
43.0 
42.7 

42.0 
41.8 

表

1曾11牛

1924 

1925 
1926 
1927 

1928 
1929 
1930 

1931 
1932 
1933 

1934 
1935 

米
国
の
国
民
所
得
に
お
け
る
賃
銀
帥
労
働
者
所
得
の
割
合

配
点

。
d

A

悼
の
U

“U
Q
リ

向

。

司

A

円

d

Q

U

え
u
t
i
o
U
Q
d
内
u
o
a
良
U

U
釘
お
訂
鈎
釘
訂
問
問
削
同
山
町
田
出
品
目
山
釘
お

表ニ

1919年
1920 

1921 
192~ 

1923 

1924 
192品
1926 

1927 
1928 

1929 

1930 
1931 

1932 

1933 
1934 

(
註
)
中
市
の
表
位
、
世
間
闘
に
閥
L
て
位
、
出

04HO出

R
唱
品
。
m
z
n
H
F
E
B
E
E
E
O
口
E
R仏
何
百
四
品
。
E
E
M
M
E
E
9
0
3
及
w
v
C
H
E
Q日
F
R
Z
P，

き
E
H
F
S
E
O
B
a
E
Eて
唱
と
に
主
り
、
ま
た
米
園
児
闘
ー
で
は
、
百
品
w
a
J
p
o
Z
9
2自
己
申
。
。
日
O
B
b
E
E
2
E
E
m
F
4
5
H
C
S

同
@
凶
∞
ョ
及
び
同
a
a
o
F
R
E
E
S
m
]
同
ロ
。
。
耳
目
仏

Q
]官
E
F
E
E
S
W
E
E
-
-
E
a
-
に
基
い
て
夫
々
作
成
せ
ち
れ
た
o
h
は
ほ
、
賃
銀
葬

働
者
ρ

中
匹
、
実
闘
の
場
告
は
商
厄
傭
人
い
か
酷
外
さ
札
、
米
園
の
場
舎
は
そ
れ
が
合
ま
わ
て
ゐ
る
。
(
冨
岡
の
}E-
同
wHO己
主

Hrzw
田
》
凶
日
l
H
4
)

グ

ロ

ス

ネ

ヴ

ト

頁
に
右
表
に
お
け
る
『
図
民
所
得
』
は
一
年
間
に
園
内
私
企
業
に
主
っ
て
附
加
さ
れ
?
綿
伯
値
、
即
ち
庚
義
の
図
民
所
得
で
あ
っ
て
、
純
園
民
所

得
の
ほ
か
忙
園
内
全
私
企
業
自
維
持
費
及
び
償
却
費
を
合
む
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
(
ご
海
外
の
投
資
か
b
h一
ず
る
所
得
、
(
一
ご
政
府
事
業
、
公

カ
レ
ツ
キ
1
白
『
掴
占
度
』
と
分
配
欄
構

J 
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、
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g
皐
位
。
生
産
物
を
生
産
し
、
そ
れ
を
草
位
債
格

F
で
責
る
と
と
ろ
の
一
企

業
を
考
え
る
。
と
の
場
合
、
車
位
慣
格

P
の
中
に
は
、
企
業
者
所
得
、
間
接
費
、
賃
銀
費
用
、
原
料
費
の
夫
々
の
車
位
首
り
の
平
均
額

が
含
ま
れ
る
か
ら
、
次
頁
の
式

ωの
閥
係
が
成
立
す
る
。

一
定
の
資
本
設
備
を
も
ち
、

一
定
の
時
黙
に
語
い
て
、

失
い
で
と
白
企
業
K
K
け
る
短
期
の

!
l即
ち
一
完
の
興
え
ら
れ
た
者
本
設
備
白
も
と
に
争
け
る
1

1
限
界
生
産
費
削
は
、
間
接
費
、

賃
銀
費
用
、
原
料
費
に
闘
す
る
夫
々
白
限
界
生
産
費
の
合
計
か
ら
成
る
か

ι、
ω白
閥
係
を
得
る
の
而

Lτω
よ
り

ωE趨
々
相
減
じ

τω
を
得
る
。

蕊
に
語
い
て
(
宅

E
)九
可
を
以
℃
『
濁
占
皮
』
と
定
義
し
、
之
を

μ
陀
て
一
不
す
。
即
ち
川
問
。
従
っ
て
可
l
E
H句
、
と
な
る
か
ら
、

と
白
閥
係
を
閣
の
京
港
陀
代
入
し
て
、
そ
の
雨
迭
に
ヰ
を
か
け
る
と
、
同
問
を
得
る
。
と
れ
は
一
企
業
の
全
生
産
物
に
閲
す
る
閥
係
式
で

あ
る
が
、
吏
に
と
れ
ら
の
各
企
業
忙
闘
す
る
式
を
枇
合
全
般
に
わ
た
っ
て
綿
計
す
る
と
、
同
開
の
如
く
に
し
て
示
さ
れ
る
。
と
白
一
聞
を
前

頁
由
記
競
表
に
よ
っ
て
仰
の
如
〈
に
書
換
え
る
。

と
と
ろ
を
、
間
接
費
h
L

闘
す
る
限
界
費
用
は
殆
ん

E
零。

廿
唱
に
語
い
て
カ
レ
ツ
キ
ー
は
枇
合
全
般
の
限
界
生
産
費
に
閲
し
て
、
阜
忙

ωを
そ
の
ま
ま
枇
曾
的
に
総
計
す
れ
ば
、
同
川
と
な
る
べ
き

即
ち
L

町
志
望
日
-
賃
銀
費
用
虻
闘
す
る
限
界
費
用
曲
線
は
、
大
部
分
の
企
業

に
語
い

τは
(
限
界
生
産
費
闘
表
忙
沿
い
て
)
水
平
的
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
他
白
小
数
の
企
業
白
中
で
の
或
る
部
門
(
例
え
ば
農
鎖

業
部
門
の
如
き
基
本
的
原
料
生
産
部
門
)
で
は
週
檎
的
で
あ
り
、
ま
た
共
他
白
或
る
部
門
(
例
え
ば
銭
道
業
白
如
雪
既
に
莫
大
な
る
固

定
資
本
の
投
下
さ
れ
て
い
る
部
門
)
で
は
逓
減
的
で
あ
り
、
結
局
と
れ
ら
双
方
は
相
互
に
相
殺
さ
れ
て
、
全
開
と
し
て
は
水
平
的
に
友

る
傾
向
を
も
っ
。
郎
ち
賃
銀
陀
一
開
す
る
限
界
費
用
曲
棋
は
と
れ
を
社
合
的
忙
全
般
と
し
て
み
る
と
、
閲
定
設
備
の
賃
際
上
の
能
力
を
超

え
る
ま
で
は
水
平
的
で
あ
り
、
従
っ
て
賃
銀
忙
閥
す
る
卒
均
費
用
曲
線
に
一
致
す
る
傾
向
が
あ
り
、
而
も
現
賀
に
は
聞
定
設
備
白
貰
際

カ

ν
ツ
キ

E
四
『
蝿
占
度
』
と
分
配
機
構

第
穴
+
四
巻

四
宜

第
四
、
玉
、
六
雄

= 
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カ

ν
ツ
キ

t
白
『
獅
占
度
』
&
分
問
機
構
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上
自
能
力
を
超
え
る
と
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
印
ち

H
E
F
H
H
n警が

rM司、

最
後
に

二
四
六

第
四
、
豆
、
六
韓

ー
戸、

原
料
費
は
大
崎
に
沿
い
て
産
出
高
に
比
例
す
る
か
ら
、
そ

白
限
界
費
用
は
平
均
費
用
に
等
し
い
。
即
ち

H
2
s
u
Hミ
A
N
b

てのの 以
、枇雨と」二

(4) 脅法 D の
の的を (8) 緒
μ fc: 'T (/)某
と加で闘を
直室寄I係ー
別手る を括
す均と夫し
るさ、々

。れ (11) (6)' (8) 
~p たにとと
ちもな (7) す
(12) (/)るとる
。で。 に。

あ而 代
るし 入

1J'τ し
ら (11) て

と 2似
の逢と
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と
D
同
皇
居
、
味
す
る
と
と
ろ
は
、
級
生
産
物
一
償
位
の
中
に
ー
な
い
て
町
膏
の
資
本
家
所
得
(
印
ち
企
業
者
所
得
、
配
賞
、
利
子
維
持
費
、

償
却
費
)
と
俸
給
(
賃
銀
と
は
直
刑
さ
れ
る
)
と
が
占
め
る
剖
合
は
、
『
猫
占
皮
』
白
枇
合
向
加
重
平
均
値
に
等
し
い
と
い
う
ζ

と
す
あ

品。

グ
W
九

さ
℃
カ
レ
ツ
キ

I
D
定
義
に
よ
る
園
民
所
得
は
、
由
同
義
の
資
本
家
所
得
、
俸
給
、
賃
銀
か
ら
成
る
の
で
、
こ
れ
は
回
目
一
関
係
を
以
て

一
万
さ
れ
る
。
こ
の
闘
を
移
項
し
で
同
を
得
、
己
の
凶
を
同
に
代
入
し
て
、
闘
を
得
、
同
白
雨
漫
に
T
一W
を
か
け
て
闘
を
得
る
の
而
し
て

と
の
倒
か
ら
聞
が
導
き
出
さ
れ
る
。

従
っ
て
己
の
旧
か
ら
一
見
直
ち
に
解
る
と
と
は
、
『
消
占
皮
』
が
上
昇
す
る
と
、
園
民
所
得
田
中
に
占
め
る
賃
銀
部
分
D
割
合
が
減
少

す
る
と
と
。
し
か
も
か
か
る
賃
銀
部
分
の
減
少
は
仰
の
左
越
忙
恥
い
て
阜
に
「
濁
占
度
』
が
上
昇
す
る
と
と
に
由
来
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
な
hu
濁
占
皮
白
上
昇
に
伴
う
て
、
賃
銀
に
比
較
し
て
物
債
の
方
を
ヨ
り
騰
貴
せ
し
め
る
か
ら
、
『
潤
占
皮
』
D
上
昇
と
、
そ
れ
に

伴
う
T
W
D
増
大
と
が
聞
に
告
い
て
二
重
に
作
用
し
て
W
一A
E
減
少
さ
せ
予
と
と
に
な
る
。
即
ち
、

W

A
の
嬰
動
は
、
『
濁
占
皮
』
戸

白
髭
動
と
、
そ
れ
忙
伴
う
T
一W
の
鑓
動
止
の
合
成
果
と
し
て
見
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
前
掲
の
『
表
一
』
、
『
表
二
』
(
三
五
頁
)
に
や
け
る

w一A
の
安
定
性
は
如
何
に
し
て
説
明
さ
れ
る
か
。
そ
の
た
め
陀
カ
V

ツ
キ

I
は
過
去
に
告
け
る
『
猫
υ
占
皮
』
一
μ
の
愛
動
と

T
W
の
挺
動

と
が
共
に
微
弱
で
あ
っ
た
ζ

と
、
し
か
も
と
れ

ι悶
悶
子
白
縫
動
が
相
殺
的
に
作
目
し
た
と
と
を
ず
そ
う
と
す
る
。
と
と
ろ
が
そ
の
た

め
に
は
、

T
一W
の
鐙
動
が
『
滴
占
皮
』
の
竣
動
の
随
伴
的
現
象
で
あ
っ
て
、

同
一
ー
力
向
に
働
く
と
い
う
以
外
に
、
『
濁
占
皮
」
一
ρ
白
鐙

動
方
向
を
相
殺
す
る
だ
け
の

T
一W
の
逆
方
向
白
鐙
動
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
カ

ν
ツ
キ
ー
は
T
一W
の
鑓
動
を
促

す
潤
自
の
要
因
を
賃
銀
費
用
忙
劃
す
る
基
本
的
原
料
費
白
愛
動
、
即
ち

R
一W
の
鐙
動
ピ
求
め
る
。
さ
て

E
一
一
す
の
増
大
(
叉
は
減
少
)
は

カ
レ
ツ
キ
1

目
『
掴
占
度
』
と
分
配
機
構

第
六
+
四
容

四
七

第
四
、
豆
、
〕
ハ
競

ブL



カ
レ
グ
キ
ー
の
『
掴
占
度
し
と
分
問
機
構

第
六
十
四
巻

四
J、

第
四
、
玉
、
夫
鵠

四
O 

明
か
に
賃
銀
に
比
較
し
て
凡
ゆ
る
も
の
白
債
絡
を
騰
貴
(
叉
は
下
落
)
せ
し
め
る
。
モ
白
結
果
T
一W
削
ち
賃
銀
費
用
に
謝
す
る
綱
生
産

物
慣
絡
を
騰
貴
せ

L
め
る
。
然
し
、
『
狗
占
皮
』
一
μ
を
一
定
と
す
れ
ば
、

T
一W
白
増
大
(
又
は
減
少
)
の
粍
皮
は
、

R
一W
の
増
大
(
又
は
減

少
の
程
度
よ
り
も
や
っ
ル
一
小
さ
い
の
で
あ
る
(
註
1
)
。

即
ち
賃
銀
費
用
忙
劉
比
し
て
基
本
的
原
料
費
が
騰
貴
す
る
た
ら

ば
、
そ
白
結
果
、
騰
貴
の
程
度
は
す
っ
と
小
さ
い
が

-
T
一V
を
増
大
せ
し
め
、

mk者
い
て

W
Z
印
ち
園
民
所
得
の
中
に
占
め
る
賃

従
っ
て
『
猫
占
反
』
一
μ
が
一
定
で
あ
る
と
し
て
も
、

R
V
の
増
大
、

銀
都
八
ず
を
減
少
せ

L
め
る
と
止
に
た
る
。

以
上
に
長
い

τ、
(
一
V

『
潤
占
皮
』
戸
白
上
昇
が
闘
民
所
得
に
お
け
る
賃
銀
部
分
白
割
合
主
減
少
せ
し
め
る
と
と
。
つ
一
)
基
木
的
原
料

債
格
が
賃
銀
費
用
に
釘
比
し
て
騰
貴
す
る
な
ら
ば
、
印
ち
R
一W
が
増
大
す
る
危
ら
ば
、
そ
の
騰
貴
白
割
合
に
老
い
て
措
掛
か
に
小
で
は
あ

る
が
、

T
W
E
騰
貴
せ
し
め
、
と
れ
が
夏
ー
に
聞
に
お
い
て

B
W
一A
を
減
少
口
せ
し
め
る
と
と
に
な
る
。
以
上
二
湿
り
の
説
明
か
ち
「
表
一
」

『
表
二
』
に
ゐ
け
る
ww
亙
D
か
友
り
な
安
定
性
を
詩
明
す
る
と
、

一
方
で
は
「
凋
上
悶
皮
』
が
長
期
的
に
も
短
期
的
に
も
大
し
て
激
し
い
愛

動
を
受
け
守
、
ま
た
他
方
で
ほ
、
賃
銀
費
問
忙
劉
比
し
て
基
本
的
原
料
債
格
D
受
動
、
卸
ち
R
一W
白
費
動
が
か
な
り
激
し
か
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が

T
W
の
鑓
動
に
封
し

τ及
ぼ
す
作
用
は
十
っ
と
微
弱
で
あ
り
、
従
っ
て

mk沿
い
亡
、

w一A
を
鑓
勤
せ
し
め
る
ほ
ど
に

は
大
し
て
影
響
し
左
か
っ
た
ム
し
い
う
と
と
が
考
え
ち
れ
る
。
然
し
恨
り
に
『
猫
占
皮
』
一
μ
の
上
昇
と

R
W
の
増
大
と
が
同
時
的
陀
起
つ

た
と
し
た
ら
、
園
児
所
得
の
中
に
占
め
る
賃
銀
部
分
の
割
合
は
相
常
に
減
少
す
る
と
と
で
あ
ろ
う
。
と
と
ろ
が
、
『
表
一
』
、
「
表
二
』
の

示
す
如
く
が
A
一W
か
た
り
白
安
定
竹
を
保
っ
て
い
る
所
以
は
、
以
上
の
二
つ
白
決
定
的
因
子
が
夫
々
微
弱
な
竣
動
を
な
し
、
し
か
も
相

互
に
相
殺
的
に
作
用
し
た
結
果
で
あ
る
と
カ

ν
ツ
キ

1
は
推
定
し
て
い
る
へ
註
主
。



{註

1J
こ
の
貼
に
関
す
る
カ

ν
ツ
キ
ー
の
置
明
を
政
征
す
る
と
次
の
如
き
も
自
で
あ
る
K
9
J
へ
b
れ
る
。
即
ち
純
生
産
物
債
T
は
車
位
債
格

P
を
一
昨
曾

件
に
繍
計
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
側
、
絶
っ
て
側
内
闘
係
が
あ
る
。
こ
の
凶
の
雨
礼
子
子
で
剖
り
、
制
を
代
入
す
る
と
叫
を
得
る
。
と
こ
で
『
潤
占

度
』
戸
を
一
え
と
す
る
と
、
之
、
+
同
)
~
ー
は
一
定
の
値
事
例
ー
と
る
。
従
っ
て
ア
と
亡
、
+
~
ご
ー
と
紅
比
例
し
て
騰
貴
(
又
は

τ落
)
す
る
。
ー
と
と
ろ
で

『1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
p
f
w
が
靖
大
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
世
大
の
組
度
は
亡
、
十
回
と
弓
目
指
大
白
程
度
主

η
穴
き
い
o

と
と
る
が

一

州

内

ー

問

問

一

2
3
3
ι
T
E仏
騰
貴
白
程
度
が
同
じ
で
あ
る
か

b
、
従
っ
て

R
F
P
噌
大
ず
る
程
度
は

Z
Z苦
手

一

…

山

ぺ

川

一

る

程

度

ヱ

り

も

大

き

い

。

一

ぃ

一

ー

…

…

一

な

ほ

乙

の

貼

に

闘

す

る

I
・E
:
iド
の
霞
聞
は
カ
レ
ツ
キ
ー
の
そ
か
エ
り
も
巧
妙
で
あ
る
o
即
ち
ゅ
の
雨

(

)

)

 

一

叫

…

…

…

一

過

を

イ

で

割

っ

て

加

の

刃

を

代

入

す

る

芝

、

国

一

の

関

係

が

得

b
れ
る
o
従
っ
て
圏
民
所
得
田
中
に
占
め
る
賃
韻

一

町

山

一

一

一

所

得

の

訓

告

は

Jμ
と
T
一A
'と
に
よ
っ
て
規
定
さ
わ
る
。
と
と
に
お
い
て
、
丘
一
炉
が
噌
大
し
た
と
す
れ
ば
、

一

汁

占

一

一

一

一

λ
H同
-
土
》
十

R
M
3
H同
+
。
+
弓
十
、
凡
で
あ
る
か

b
、

Z
Z
は
帝
大

L
、
ζ

れ
が
刈
に
お
い
て

W
一d
を
減
少

(
 

一
向

V

3

y

T

A

一

せ

し

め

る

o

Q
同

唱

陶

FE--SH)

一
n怖
い
叶

h
T
T

，J

r

d

一
(
註

2
)

と
の
推
定
は
立
刊
に
拘
け
る
伊
豆
を
決
定
す
る
=
困
子
、
即
ち
一
μ
と
T
一

ztっ
て

R
V
と
の
撞
動
を

一
i
!
o
w
w

一

ρ

一

(

一

4
H
I
+

ト

一

卸

買

物

情

指

数

E
所
得
物
情
指
数
去
に
ま
っ
て
推
賀
す
る
も
の
で
あ
る
。
韓
国
に
関
し
て

5
Zッ
ク
の
卸

一

戸

E

r

4

一

一ψ
一

円

可

仁

三

仁

一

賀

川

明

信

相

認

す

コ

1
p
y
-
-
1
2
『
園
民
所
得
白
平
苧
刊
の
た
め
の
曹
と

B
E
E
F
-
m
E
P
R
E

一
Z

T

L

H

3

-

L

E

t

s

L

E

n

o

z
二
E
F
2
2
F
H
r庄
司
自
ご
と
を
比
較
し
て
、
一
八
八

O
i
一
九
一
三
年
目
期
間

F
I
l
l
-
-
I
l
l
l
1
1
1
・

K
E
方
目
指
数
主
も
同
じ
昔
調
で
大
河
噌
如
し
て
ゐ
る
o

若

L
R
一
げ
が
麗
勧

L
て
ゐ
た
止
す
れ
ば
、
と
れ
が
双

方
の
指
数
に
お
サ
る
極
化
白
相
異
と
し
て
反
映
さ
れ
る
普
で
あ
る
。
従
ワ
て
宜
〈
闘
で
は
と
白
期
間
に
n
f
M
W

は
大
し
て
輝
北
し
た
か
っ
た

k
推
定
さ
れ

る
。
而
し
て
乙
の
期
聞
に
お
い
て
庁
一
イ
は
安
定
し
て
ゐ
た
か
ら
、
『
濁
占
度
』
一
μ
も
安
定
し
て
ゐ
た
主
推
定
さ
れ
る
。

同
じ
く
契
固
に
お
け
る
↓
九
一
一

Zi--
九
一
一
-
五
年
四
期
間
は
ザ
ヲ
ベ
ッ
タ
り
卸
買
物
倒
指
数
は
二
百
下
落
、
『
所
得
物
偵
』
《
百
円
。
田
小
官

5
2

-
(
円
。

r
o
o同

rLrE、
句
凶

EU
℃

回

国

ω
)
は
約
六

ovp'K昇
。
従
っ
て

R
一
一
げ
は
大
巾
阻
下
落
し
た
も
り
と
考
へ
ら
れ
、
而
し
て
と
の
期
間
、

F
Z

は
安
定
的
で
あ
ワ
た
か
ら
、
『
濁
占
度
』
は
質
質
的
に
は
宿
大
し
た
に
ち
が
ひ
な
い
と
推
定
さ
札
る
。

カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
濁
占
度
』
と
分
配
機
構

第
六
十
四
巷

凹
ゴL

第
四
、
玉
、
六
貌

四



カ
レ
ツ
キ
I
D
『
濁
占
度
』
と
分
配
欄
構

第
六
十
四
巻

一九
O
九
一
九
二
五
年
に
担
け
る
期
間
白
米
図
で
は
、
全
卸
賀
商
品
物
慎
指
数
ず
約
五
O
μ
上
昇
。
キ
ン
グ
四
『
所
得
物
情
指
数
』
(
同
E
F

F
E・目指》

2

5島
4
4
)

位
約
八
C
M上
昇
。
従
っ
て
、
D
A

一
げ
の
輝
北
は
卸
賀
物
情
指
数
白
方
に
ま
り
額
若
に
反
映
き
れ
て
ゐ
る
警
で
あ
る
か
b
、

と
旧
期
間
に
は
資
質
的
に
R
矛
は
下
落
し
て
ゐ
た
も
の
と
見
倣
し
得
る
ロ
而
し
て
『
衰
=
』
に
お
い
て
町
一
バ
は
安
R
的
で
あ
っ
た
か
b
、
聞
に
エ
ヲ

て
『
調
占
度
』

F
は
相
営
に
上
昇
し
た
忙
相
撞
な
い
が
、
D

A

F

目
下
落
に
主
っ
て
相
殺
さ
れ
た
も
自
主
事
ら
れ
る
。

五
O 

第
四
、
豆
、
穴
抗

四

ーー

• 

さ
て
、
ヵ
レ
ワ
キ
ー
の
言
う
と
ζ

ろ
の
分
配
を
決
定
す
る
要
因
と
し
℃
の
『
濁
占
皮
』
は
最
初
陀
彼
D
定
義
し
た
ω

D
『
調
占
度
』

で
は
な
く
、
そ
れ
の
制
合
的
に
加
重
平
均
さ
れ
た
も
の
、
削
ち
制
の
『
澗
占
皮
』
戸
で
あ
一
る
と
と
に
先
づ
注
目
し
た
い
。
而
し
て
、
と

白
両
者
の
『
湖
占
度
』
山
と

F
と
が
、
本
質
的
に
百
則
さ
れ
て
い
左
い
(
例
え
ば
前
4
4
が
『
澗
占
皮
』
乃
至
寸
一
小
完
全
競
争
皮
』
で
あ

り
は
、
交
に
凶

D
前
提
に
よ
っ
亡
凶

白
『
猫
占
皮
』

ρ
か
ら
凶
の
「
滴
占
皮
』

R
が
導
出
さ
れ
る
か

ιで
あ
る
。
そ
の
意
味
に
沿
い
て
カ

ν
ツ
キ
1
は
概
念
上
、

μ
と
戸
と

を
等
慣
に
取
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
一
る
。
従
っ
て
凶
の
前
提
が
成
立
し
た
け
れ
ば
、
出
の
「
満
占
皮
』
戸
は
全
〈
意
味
を
も
た
な
い
。
故

に
側
白
前
提
が
ど
の
程
度
ま
で
成
立
す
る
可
能
性
を
も
つ
か
吐
吟
味
す
る
と
と
が
、
カ

ν
ウ
キ
1
白
分
配
理
論
を
許
一
個
す
る
上
に
止
い

え
根
本
阿
友
重
要
性
を
も
っ
て
く
る
。
果
し
て
彼
自
色
一
言
う
如
く
、
仰
の
前
提
が
『
全
く
現
質
的
』
企
E
E
耳
巴
居
る
で
あ
る
か

E

う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
彼
の
言
う
如
く
、
『
産
業
生
産
物
〈
カ
V

ツ
キ
1
白
園
民
所
得
)
の
分
配
は
凡
ゆ

Z
瞬
間
に
沿
い
て
調
占

皮
忙
よ
っ
て
決
定
さ
れ
句
会
〈

-P
、
後
者
は
マ
ル
ク
ス
白
そ
れ
と
は
異
る
が
請
は
ば
『
剰
鈴
庶
慌
率
』
で
あ
る
占
い
う
が
如
く
)

F伶

F
r
m
E
H
E
E口
。
町

HUO
司

H
a
E
F
C「

Hロハ
45円

4
E
E
2
2
)て

E
。
目
。
ロ
持
品
己
耳
目
E
O白
ヴ
〕
可
吾
。

斗
め
間
同
日

C
町

E
O
B
E
Hむ
と
言
ノ
ζ

と
が
出
来
る
。
何
百
と
・
な
れ
ば
則
自
前
提
が
充
苫
れ
る
限
り
、
凶
の
闘
係
は
常
に
成
立
つ
。
従
っ
て



(
同
+
。
)
¥
『
な
る
所
得
の
比
率
と
等
し
い
『
狗
占
皮
』
一
μ
は
川
の
前
提
が
充
4
0
れ
る
限
り
川
聞
に
恥
け
る
『
濁
占
皮
』

μ
白
杜
合
的
加
重

平
均
値
で
あ
り
、
而
し
て
、
と
白
『
狽
占
皮
』

μ
は

P
と

m
と
の
函
数
な
る
故
.
一
企
業
者
が
利
潤
極
大
を
目
指
し
て
需
要
欣
品
と
生

産
費
L

」
を
顧
慮
し
て
決
定
す
る
大
い
さ
で
あ
る
。
卸
ち
凶
の
前
提
が
充
さ
れ
る
限
り
は
、
回
の
関
係
に
お
い
て
分
配
は
『
渦
占
度
』
に

止
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
一
百
え
る
。
そ
己
で
先
づ
最
初
の
問
題
は
聞
の
前
提
が
果
し
て
左
の
程
度
ま
で
『
現
資
的
』
で
あ
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
。

m
ソ

〕

ゾ

然
ら
ば
凶
の
開
係
は
何
を
ボ
ず
か
の
カ
レ
ツ
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
て
短
期
の
限
界
費
問
曲
鯨
が
枇
合
金
憾
と
し
て
み
る
と
、
固
定
設

(
}
 

備
の
武
際
的
能
力
を
趨
え
る
ま
で
は
、
賃
銀
費
用
と
原
料
費
と
に
闘
す
る
平
均
費
用
曲
紋
に
等
し
い
。
縫
っ
て
費
用
曲
線
は
失
頁
D
第

一
闘
白
如
く
、
固
定
設
備
由
貿
際
的
能
力
を
一
不
す
鮪
A
に
至
る
ま
で
は
、
産
出
高
の
増
加
に
臆
じ
て
限
界
費
用
曲
付
加
が
水
平
的
で
あ
り
、

縫
っ
て
賃
銀
費
用
と
原
料
費
と
に
閲
す
る
苧
均
費
用
曲
線
も
A
知
に
至
る
ま
で
は
水
平
的
で
あ
り
、
市
し

τ両
者
は
一
致
し

τ
い
る
も
と

〕

と
を
一
市
す
。
一
一
、
社
合
全
慨
と
し
て
み
る
と
、
現
引
買
に
託
け
る
操
業
は
A
賄
(
固
定
設
備
の
茸
際
的
能
力
限
度
)
を
超
え
な
い
範
囲
で

r-t
、、

運
営
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
彼
は
と
れ
ら
二
つ
白
前
提
が
『
全
く
現
質
的
』
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
と

D

「
全
く
現
資
的
』
で
あ
る
と
一
吉
わ
れ
る
前
提
は
如
何
な
る
内
容
を
も
つ
の
か
。
カ

ν
ツ
キ
ー
は
と
の
駄
に
関
し
て

t

『
狽
占
は
資
本
主
義
償
制
白
木
質
に
深
〈
根
ざ
し

τ
い
る
よ
う
陀
息
わ
れ
Z
o
郎
ち
一
つ
の
前
提
と
し
て
白
自
由
競
弔
は
一
定
白
研
究
の

第
一
段
階
陀
沿
い
て
は
役
に
立
っ
か
も
し
れ
注
い
が
、
然
し
者
木
主
義
の
常
態
の
叙
述
冒
と
し
て
の
自
由
競
争
は
一
つ
の
神
話
に
す
ぎ
な

と
と
言
う
如
く
、
彼
の
『
全
〈
現
実
的
』
と
は
正
に
『
濁
占
的
』
で
あ
る
と
と
、
ヱ
茎
競
争
』
で
左
い
と
と
に
査
き
る
。

と
と
に
世
い
て
、
カ
V

ツ
キ

1
濁
特
の
想
定
に
注
目
し
た
い
。
聞
ゅ
う
前
一
過
刷
、
従
っ
て
第
一
闘
の
費
用
曲
線
り
前
提
に
閲
し
て
、
現

貨
の
操
業
は
最
也
操
業
鮪
(
A
)以
内
で
行
わ
れ

τ
い
る
と
い
叫
う
第
二
の
前
提
は
一
般
に
不
完
全
競
争
理
論
の
も
た
ら
し
た
『
非
常
に
す

も
尽

力
レ
ツ
キ
E

D
『
澗
占
度
』
と
分
配
樺
構

第
六
十
四
巻

五

第
四
、
王
、
六
観

四

f 



カ
レ
タ
キ
ー
の
『
渦
占
度
』
と
分
間
機
構

第
方
十
四
巻

ぐ
れ
た
革
命
的
皐
設
と
す
ロ
つ
で
も
よ
さ
そ
う
な
』
合
作
訪
問
宮
間
E
可

呂

町

2
5
5
P
E
。
自
由
一
ち
汗
邑
E
E
:
ミ

5
5
E
2
0
5
4

Z
ロ
ov
議
論
で
あ
っ
て
、
「
カ

1
V
D
定
理
』
か
ら
む
最
も
主
要
な
論
理
的
障
結
で
あ
又
円
。

vhv Lτ 司
L
Fwp 

n
E
 

C R Q 
ぉ2
8ES 

Qutpu工
A 

M P 

N 

閏j(事

O 

{
。
。
官
品
}

局
口
同

五

第
四
、
豆
、
六
輯

四
PC1 

品。。ー

t...C・F

従

D叫pa2
市
場
の
不
完
全

'I'r 
の

存
在
す
る
場

、r

。
均
衡
的
生
産
規
模
が
存
在
す
る
た
め
に
は
、
「
カ

i
ン
也
定
理
』

が
充
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
が
、 A N O 

ち然め合
目思しらに
界第れゐ
費ーるい
刑の前て
曲前提は
練提で営
由三 、あ穀E
賃 ~p る7)認

国)

銀
費
用
と
原
料
費
と
に

闘
す
る
平
均
費
用
曲
線

と
A
鼎
ま
で
は
一
致
し

(第

て
水
平
附
で
あ
る
と
い

う
前
提
は
全
く
カ
レ
ツ

キ
ー
澗
特
の
も
の
で
あ

る
。
そ
と
で
第
二
白
前

提
た
る
『
能
力
過
剰
』

〈

2
2
m
m
E
H
U
P
E
q
v
の

も
と
に
者
け
る
各
企
業

果
し
て
と
@
と
と
は
第
一
の



前
提
と
雨
立
し
得
る
が
ど
う
か
。
も
し
雨
立
し
得
る
と
す
れ
ば
、
第
一
白
前
提
は
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
而
し
て
そ
れ

が
『
全
く
現
質
的
』
で
あ
る
か
ど
う
か
。
第
一
固
と
第
二
闘
と
を
釘
比
し
な
が
ら
と
れ
ち
の
時
間
を
考
え
て
み
よ
う
。

第
二
の
前
提
た
る
『
能
力
過
剰
』
の
も
と
忙
長
け
る
各
企
業
の
均
衡
的
生
産
規
模
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
産
業
均
衡
成
立
の

二
候
件
l
l
B
第
一
に
は
企
業
む
利
潤
が
極
大
で
あ
る
た
め
に
限
界
牧
盆
(
と
れ
を
示
す
曲
線
が
第
二
一
岡
田

M
J
、
曲
綿
)
と
限
界
費
削
(
第
二
聞

の
M
己
、
曲
線
)
と
が
一
致
し
、
第
二
に
は
、
岸
業
均
衡
が
成
立
す
る
た
め
に
、
(
各
企
業
聞
の
繍
占
的
掛
手
忙
よ
っ
て
)
、
生
産
物
債
格

(
と
れ
を
示
す
血
縁
位
買
手
に
と
っ
て

ι
一
企
業
の
生
産
物
K
劃
す
る
個
別
需
要
曲
棋
で
あ
り
、
企
業
者
叫
に
と
っ
て
は
平
均
収
盆
曲
線
|
|
事
ニ
闘
の
d
、

ρ
A

、
曲
線
)
と
雫
均
費
刑
へ
第
二
闘
の

d
d
、
曲
線
)
と
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な

ιね
!
l
D
充
さ
れ
る
場
合
に
白
み
言
い
侍
る
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
産
業
均
衡
成
立
の
二
保
件
が
充
さ
れ
る
と
い
う
と
と
は
、
第
二
悶
白

M
賠
に
者
い
て
、

限
界
費
削
と
限
界
牧
径
と
が
一
致
し
、

ζ 

白
場
合
の
企
業
の
産
出
高
〔
。
見
)
に
臆
す
る
個
別
需
要
曲
線
(
A
、
R
、
曲
線
)
上
の
B
黙
に
沿
い
て
、
個
別
需
要
曲
棋
と
一
干
均
賛
同
曲
線

と
は
切

L
な
け
れ
ば
な
九
な
い
(
雨
曲
線
の

R
賄
に
長
け
る
切
総
白
方
向
係
数
は
等
し
い
か
ら
)
と
い
う
「
ヵ

I
ン
の
定
理
』
が
成
立

す
る
と
と
で
あ
る
。
市
し
て
『
カ

1
ン
の
定
理
』
白
成
立
す
る
限
り
、

R
冊
闘
に
む
け
る
個
別
需
要
曲
線
の
切
線
白
方
向
係
数
は
平
均
費

用
曲
線
の
そ
れ
に
等
し
い
か
ら
も
個
別
需
要
曲
線
が
遁
降
的
(
こ
れ
が
狽
占
的
競
争
市
場
の
特
質
で
あ
る
)
で
あ
る
以
上
、
平
均
費
別

曲
線
は
遁
降
的
で
左
け
れ
ば
な
ら
札
下

さ
て
産
業
均
衡
は
需
要
よ
り
は
l
l
l
個
別
需
要
曲
村
酬
は
遁
降
的
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
|
|
生
産
費
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
沿

い
て
長
期
間
性
格
を
も
っ
。
、
剖
ち
一
種
の
長
期
均
衡
で
あ
る
。
従
っ
て
と
の
場
A
n
D
週
降
的
平
均
費
問
曲
線
も
長
期
的
平
均
費
別
曲
線

で
あ
ら
故
に
第
二
闘
に
恥
い
て
仰
ー
ま
で
生
産
さ
れ
る
場
合
、

E
貼
M
L
b
い
て
平
均
生
産
一
費
が
遁
滅
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
れ
が

「
過
剰
能
力
」
を
一
手
某
準
忙
な
る
)
は
、
長
期
D
均
衡
扶
態
に
長
い
て
仰
だ
け
白
摩
川
間
高

K
封
し
て
肱
に
凡
ゆ
る
費
用
の
調
整
が
梼

カ

ν
ツ
キ
ー
の
『
閥
占
度
』
と
分
臨
機
構

第
犬
十
四
巻

五

第
四
、

E
、
宍
披

四
0iL 

• 



。
J 

力

ν
ツキ
I
D
『
摘
出
度
』
と
分
配
輯
構

事
穴
十
四
巻

五
回

第
皿
、
主
、
穴
挽

回
大

ま
苫
れ
て
い
る
も
の
一
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

凡
ゆ
る
生
産
要
素
の
供
給
は
可
分
的
、
可
愛
的
一
で
あ
り
、
従
っ
て
何
等
の
固
定
的
費
用
も

と
れ
は
長
期
に
ゐ
い
て
可
愛
費
用
が
遁
械
的
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
あ
へ
註
ょ
。

従
っ
て
カ

存
在
し
を
い
と
と
を
想
定
し
得
る
か

ι、

可
愛
費
財
即
ち
賃
銀
と
原
料
と
に
関
す
る
平
均
費
用
(
p
n
・ぇ

E
T
-
-
z問中
の
言
。
同

B
E
E
-
z
z
;己】
S
E
E
P
F
)
が
産
山
高
仰
に
壁
る

M
貼
に
古
て
遁
降
的
で
な
け
れ
ば
な

ν
ツ
キ

l
の
第
一
一
前
提
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

第
一
圃
忙
恥
い
て
、

ν、。
故
に
カ
V

ツ
キ

I
の
第
二
回
前
提
…
か
充
さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
一
の
前
提
即
ち
、

P
M
G
曲
線
が
H
A

則
に
沿
い
て
水
平
的
で
あ
る
と

し
て
も
、
完
全
に
水
平
的
で
は
左
く
、
や
や
沼
降
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

f
も
し
完
全
忙
水
平
問
で
あ
る
な

ιぽ
、
『
猫
占
皮
』

μ

が
一
定
で
あ
る
限
り
、
債
格
白
限
界
費
用
に
針
す
る
比
即
ち
、

P
一
叫
は
一
定
値
1
H
¥
(
H
l
三
一
を
と
る
。
従
っ
て
第
一
闘
佐
持
い
て
産

出
高
が
似
以
下
で
あ
る
場
合
ー
に
、

P
M
B
曲
線
に
封
感
ず
る
個
別
唱
豆
町
曲
線
は
Q
R
σ
曲
線
を
以
て
一
不
さ
れ
、

Q
H
C
曲
線
の
縦
康
一
棋

は
P
M
B
出
線
の
縦
座
標
と
比
例
附
に
な
っ

τ、
陰
影
を
施
さ
れ
た
短
形
(
モ
の
間
積
は
同
+
。
を
一
万
す
)
と
そ
の
下
の
白
い
短
形

(
そ
の
面
積
は
司
、
十
回
を
示
す
)
と
の
分
担
が

μ
に
よ
っ
て
見
定
さ
れ
る
と
と
に
な
る
が
、
然
し
と
白
場
合
、

Q
R
C
曲
線
が
水
平

的
で
あ
る
と
い
う
と
と
は
個
別
需
要
曲
線
が
水
平
内
で
あ
る
と
い
う
と
と
。
従
っ
て
と
れ
ば
定
全
競
争
の
前
提
で
あ
っ
て
、
ー
「
組
問
占
的
』

で
は
な
く
な
る
。
(
何
と
な
れ
ば
完
全
競
手
代
沿
い
て
は
慣
格
を
少
し
で
も
す
げ
れ
ば
需
要
が
殺
到
す
る
か
ち
)
。
と
の
貼
か
ら
も
P
M

E
曲
紘
が
全
〈
水
平
的
で
あ
る
と
と
は
カ
レ
ツ
キ

1
の
F

全
〈
現
史
的
」
と
す
る
、
土
旨

ι反
す
る
。
要
す
る
に
、

P
M
U』
曲
線
は
水
平

的
で
あ
る
に
せ
よ
、
川
』
賄
に
長
い
て
や
や
漣
降
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
保
件
付
で
第
一
白
前
提
を
承
認
し
よ
う
。
従
っ
て
日
式

白
等
式
閥
係
は
近
似
式
閥
係
と
左
り
、

H
5
6
H
奇
+
切
で
あ
る
よ
り
は
、
幾
分
L

円
付
言
〈
司
、
十
回
と
た
る
。
従
っ
て
凶
白
「
猪
占
皮
」

μ
と
凶
の
『
狗
占
皮
』
一
一
μ
と
は
窓
味
が
若
エ
づ
れ
て
く
る
へ
註
三
。



、

然
し
と
れ
ら
」
一
つ
り
前
提
を
共
通
地
擦
に
な
い
て
考
え
る
と
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
遅
い
。
郎
ち
微
視
的
に
み
た
産
業
均
衡
的
前
提

と
日
閥
的
に
折
半
川
せ
ら
れ
た
山
賀
川
州
線
水
平
白
前
提
と
は
、
問
題
白
領
域
を
異
忙
す
る
(
次
節
参
照
)
。
も
し
後
者
に
重
鮪
が
止
か
れ
る

と
心
開
式
だ
け
で
は
均
衡
耕
を
決
定
す
る
と
と
が
山
来
な
い
。
従
っ
て
例
え
ば
オ
ス
カ
・
ラ
ン
ザ
は
と
也
前
提
の
も
と
に
ゐ

な
ら
ば
、

い
て
一
種

D
枇
合
的
勢
力
現
論
を
示
唆
し
て
い
る

(

O

H

吉田
P

H

F
五
右
目
白
!
日
包
)
。

(註

1
)

長
期
白
平
均
費
用
曲
線
と
h
p

る
限
切

J

、
ヵ

ν
ツ
キ
ー
が
平
均
費
用
曲
線
を
考
察
ナ
品
場
骨
忙
、
可
塑
費
用
に
の
事
限
定
し
て
考
察

L
た
こ
と
は

乙
の
駒
か

b
首
肯
し
得
る
が
、
訴
し
そ
白
内
容
を
賀
担
費
用
と
原
料
費
と
に
限
っ
た
と
と
は
別
に
問
題
を
残
し
て
ゐ
る
(
後
揖
参
照
コ
た
ほ
第
一
聞

に
和
い
て
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
能
力
過
剰
』
の
前
提
が
充
た
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
平
均
牧
盆
曲
師
(
即
ち
個
別
需
要
曲
線
)
と
限
界
費
用
曲
線
と
は
R

貼
に
布
い
て
切
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
総
平
均
噛
賀
市
曲
線
は
Q
d
c
曲
線
ム
}
致
じ
て
ゐ
る
替
で
あ
ら
う
。

九時一

2
)

ケ
イ
ン
ズ
は
限
井
費
用
同
組
心
不
抽
出
的
F
L
b
る
と
い
L
P

前
誌
に
凶
し
て
究
心
如
く
批
評
し
て
品
会
ロ

1
i
i
『淘

ν
ッ
キ
】
自
身
心
説
明
は
質
駒

的
限
界
費
用
が
不
欝
で
あ
る
と
と
、
及
び
布
場
回
不
完
全
競
争
度
(
口
調
占
度
)
が
産
出
高
k
反
艶
心
方
向
に
腿
勤
し
、
し
か
も
こ
の
不
完
全
競
争

度
目
捜
劫
は
貨
幣
賃
担
に
野
す
る
へ
極
済
組
織
に
工
っ
て
組
織
外
か
ち
聡
入
さ
れ
る
)
原
料
債
格
自
割
合
が
産
出
高
と
共
に
噌
加
し
、
共
陀
減
少
す

る
と
い
ふ
事
買
に
よ
っ
て

E

K
相
殺
さ
れ
る
と
い
ふ
前
提
に
も
と
づ
い
て
ゐ
る
。
然
L
何
故
に
と
れ
ら
の
麗
勤
が
相
一
弘
に
ほ
ぼ
相
殺
さ
れ
合
ふ
か
白

明
白
な
盟
由
は
な
い
。
さ
う
し
て
、
質
物
的
限
界
費
用
を
不
揮
と
想
定
せ
ず
に
、
現
寅
に
担
い
て
は
、
産
田
高
山
山
趨
勤
し
た
場
合
医
、
市
場
自
不
完

全
疏
争
度
の
麓
動
は
、
限
界
費
用
の
館
勤
と
程
済
組
織
外
か

bω
輸
入
原
料
債
格
白
貨
符
賃
担
に
罰
す
る
割
骨
四
艶
動
と
山
骨
成
的
数
呆
を
相
殺
せ

し
め
る
如
き
躍
動
で
あ
る
と
結
論
し
た
方
が
む
し
ろ
無
離
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
自
で
は
あ
る
ま
い
か
。
』
(
}
国
間

4
ロ
m
r
m
m
V
Z
4
0
冨
E
mヨ
E
Z

。
『
阿
古
巳
唱
品
。
切
目
白

C
E
Z
F
Hリ

S
E
E
R
T
Z
E
F
冨
E
d
v
E
ω
c
u
唱
邑
)

持

L
ケ
イ
ン
f
は
ζ
ζ

マ
限
界
費
用
不
躍
。
前
提
を
疑
ワ
て
品
。
だ
げ
T
、
伊
豆
白
安
定
怯
に
闘
す
る
不
完
全
競
争
度
へ
U
潤
占
度
)
と
R
F
と

円
相
殺
間
数
呆
に
つ
い
て
仕
む
し
ろ
容
認
L
て
ゐ
る
か
の
や
う
で
あ
る
。
と
こ
に
注
意
す
べ
き
は
限
界
費
用
不
留
の
前
提
を
撤
去
す
る
以
上
は

μ
な

る
不
完
全
競
争
由
民
が
分
配
を
規
定
す
る
と
と
る
の

-μ
な
る
不
完
全
競
宇
皮
と
同
一
視
し
得
な
い
と
と
で
あ
る
。
後
者
を
ほ
前
者
と
山
闘
俸
を
断
ワ
て

不
完
全
競
争
皮
と
呼
ぶ
ζ

と
は
不
可
解
で
あ
る
。
な
ほ
限
界
費
用
ヰ
誕
の
前
提
に
つ
い
て
言
え
ば
工
業
生
産
物
に
闘
す
る
限
り
、
各
生
産
要
軍
部
可

第
四
、
王
、
宍
競

カ
レ
ツ
キ
!
の
『
明
占
皮
』
と
八
百
配
機
構

第
六
+
四
巻

一
五
五

四
t 



ガ
レ
ツ
キ
ー
の
『
濁
占
度
』
ー
と
分
配
機
構

第
六
十
四
巻

二
五
大

第
四
、
五
1

六

時

制

四
J、

な
り
の
代
替
性
を
も
も
、
長
期
間
に
み
る
か
ぽ
吉
田

J

位
生
産
相
官
素
由
固
定
性
を
排
除
し
得
る
か

ι、
生
産
要
素
円
周
定
性
に
ミ
よ
る
襲
用
の
遅
帯
は
回
避

し
得
る
可
能
性
が
あ
る
(
例
へ
ぽ
守
自
国
o
z
z
。
P
同
言
。
岡
田
戸
暗
唱
守
甲
山
首
、
同
S
E
B
F
n
r
p
r
E斜
4
5
出
・
司
∞
三
問
題
仕
む
し
ろ
、
炉
一
ィ

目
安
定
怯
に
闘
す
る
踊
占
度
と

K
F
と
の
相
暫
的
致
呆
に
存
ず
る
。

(10) (9)制作)(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

冨
・
剛
内
乱
2
r
・F
L
旬

凶

ω

冨
同
巳
R
r
r
H
E
白
・
唱
営

冨
岡
己
目
E
M
F
-
仏
司
自
・

冨
同
巳
2
F
H
V
M
仏
間
ω

出

Z
・
同
己
骨
♂
冨
2
r
Z
H
旨
官
同
『
o
n
C
O
D
E
-
開
X
2
m
m
p
d
E
H
q
w
]
m
W
C
M
O
E
E
r
p肉

H
c
g
同
V
E

相

-
P
E
r
S
E
4「
-
5
4
F
2
4
t
H
H
4
R
P
E
d
o
目
u
n
z
g
p
g
a
-
石
岡
甲
府
l
H
S
青
山
穿
夫
『
調
占
。
極
湾
盟
諭
』
(
=
三
ニ
l
=
一
買
」

青
山
秀
夫
前
損
害
(
一
二
三
二
頁
」

青
山
芳
弐
前
掲
書
ヘ
一
二
八
|
一
三
三
頁
』

青
山
芳
夫
前
掲
書
(
一
一
一
四
七
頁
~

沼
岡
m
w
H
n
H
。
♂
F
E
a
℃

ω品
同
町
。
。
官
。
向
。

以
上
に
沿
い
て
カ
レ
ツ
キ

1
の
『
濁
占
皮
』
が
特
殊
左
前
提
の
も
と
に
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
と
と
を
知
っ
た
。
卸
ち
限
界
費
用
が

賃
銀
費
問
と
原
料
費
と
に
閲
す
る
平
均
費
財
に
等
し
い
と
い
う
範
聞
に
長
い
て
成
立
す
る
も
白
で
あ
る
。
市
し
て
と
の
前
提
が
ど
の
程

皮
ま
で
現
質
的
で
あ
る
か
を
問
う
と
と
は
般
特
に
は
限
界
費
用
そ
白
も
白
白
測
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
何
と
も
言
え
友
い
。
査
し
カ
レ

ツ
キ
I
D
「
淵
占
皮
』
戸
そ
白
も
も
の
が
『
濁
占
皮
』

μ
に
沿
げ
る
限
界
費
川
の
測
定
の
耐
難
を
回
避
す
る
た
め
の
近
似
値
で
あ
る
と
す



カ
レ
ヴ
キ

1

0
前
提
を
吟
味
す
る
た
め
に
限
界
費
用
。
測
定
を
試
み
る
と
と
は
無
意
味
で
あ
っ
て
、
我
々
は
た
だ
か
か
る
前
提

が
デ
ロ
パ
プ
ル
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
れ
ば
よ
か
っ
た
白
で
あ
る
へ
註

4
0
然
し
重
要
な
と
と
は
カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
猟
占
皮
』
が

介
配
を
規
定
す
る
些
い
う
以
上
、
か
か
る
前
提
が
現
究
に
長
い
て
如
何
な
る
九
日
味
を
も
つ
か
を
確
認
す
る
と
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
先
中
カ
レ
ツ
キ

1
白
限
界
費
削
が
賃
銀
費
削
と
原
料
費
と
に
闘
す
る
平
均
費
川
に
等
し
い
と
い
う
前
提
が
如
何
な
る
観

れ
ば
、

賭
か

ι導
附
さ
れ
た
か
を
考
克
て
み
土
う
。

貨
幣
賃
銀
と
笠
質
賃
銀
と
の
相
封
的
鑓
動
に
閲
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

ρ見
解
は
雨
者
が
逆
方
向
に
変
動
す
る
と
と
を
遁
増
的
費
用

曲
線
九
」
完
全
競
争
の
前
提
の
も
と
忙
主
張
し
て
来
た
。
と
の
こ
と
は
ケ
イ
ン
ー
に
沿
い
て
も
弐
白
如
く
諭
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

「
貨
符
質
的
批
川
口
鶴
動
と
質
質
賃
臨
叩
欝
劫
と
の
現
質
的
相
一
九
関
係
に
闘
す
る
統
計
的
研
究
の
成
果
を
調
べ
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
特
定
産
業

に
国
有
な
鐙
動
目
場
骨
に
位
、
人
々
は
費
質
賃
融
自
欝
動
が
貨
幣
賃
銀
四
艶
駒
と
同
方
向
に
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
で
あ
ら
う
。
品
開
L
一
舵
賃
親
水
準
の
麗

到
の
場
合
に
ほ
、
貨
幣
貨
担
白
欝
到
に
仲
ふ
資
質
賃
錦
の
踊
間
同
酬
は
、
掻
常
、
同
方
向
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
措
ん
E
常
に
反
封
方
向
で
あ
る
こ
と
が
解
る
だ
ら

う
と
考
へ
る
。
印
ち
貨
幣
賀
餌
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
場
骨
は
賃
質
賃
担
は
下
落
し
つ
つ
あ
り
、
話
に
貨
館
賞
銀
が
下
落
し
つ
つ
あ
る
場
合
は
貫
質
賃
銀
は
上

昇
し
フ
つ
あ
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ら
う
。
乙
白
こ
と
は
舟
期
に
お
い
て
は
、
貨
幣
賃
銀
の
下
落
と
賀
町
賃
銀
自
上
昇
左
は
夫
、
々
別
個
師
理
由
か
ら
1
1
i即
ち

一
方
、
雇
備
が
減
退
し
つ
つ
あ
る
場
骨
院
比
野
働
者
位
賃
棋
の
切
下
げ
陀
耀
F
L
易
〈
、
熱
し
他
方
陀
お
い
て
、
己
的
同
E
事
情
の
も
と
で
産
出
回
同
が
減
少
す

る
場
合
に
は
一
定
の
資
本
設
備
に
持
す
る
限
界
牧
盆
が
噌
大
す
る
た
め
に
貨
質
賃
銀
は
必
ず
上
昇
す
る
と
い
ふ
理
由
か
ち
|
|
毘
方
と
も
雇
傭
の
減
退
と
一

緒
に
起
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
『
「
般
理
論
』
九

i
一
O
頁
、
塩
野
容
九
+
九
謹
2
新
版
二
三
|
一
一
ニ
頁
U

而
し
で
か
か
る
オ

l
ソ

F
ッ
タ
ス
の
見
解
に
よ
れ
ば
朕
怖
の
増
大
は
賀
質
賃
銀
D
切
下
げ
に
よ
っ
て
白
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
と
と

に
念
守
的
。
然
し
と
れ
は
限
界
費
川
曲
線
が
上
昇
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
と
、
個
別
需
要
曲
線
が
水
平
的
で
あ
る
(
完
全
競
争
で
あ
れ
ば

そ
う
な
る
)
と
い
う
前
提
の
も
と
忙
主
張
さ
れ
る
議
論
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
レ
ツ
キ

I
D
前
提
が
か
か
る
オ

l
ソ
ド
ヅ
ク
ス
の
見
解
に

カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
潤
占
度
』
と
分
配
機
構

第
六
十
四
巻

五
七

第
四
、
豆
、
央
競
r

四
ブし



カ
レ
ツ
キ
ー
の
『
掴
占
度
』
k
分
問
機
構

第
六
十
四
巻

五
J、

第
四
、
五
、
六
競

五
O 

封
す
る
挑
戦
で
あ
っ
た
と
と
は
一
臨
理
解
出
来
る
。
即
ち
W
一A
が
安
定
性
を
保
つ
か
ら
、

と
の
分
母
、
分
子
を
共
に
完
成
財
の
産
出
高

で
剖
る
左
ら
ば
、
産
出
高
一
間
単
位
蛍
り
白
賃
銀
出
世
間
と
産
出
荷
一
車
位
首
b
D
債
格
と
白
比
は
や
は
り
安
定
性
を
保
つ
。
故
に
カ
レ
ツ

キ
1
の
前
提
宇
奈
認
す
る
な

ιば
、
産
出
高
一
単
位
常
り
の
賃
銀
費
用
は
貨
幣
賃
銀
率
と
比
例
的
に
共
愛
す
る
と
と
に
友
り
、
而
も
産

出
高
一
単
位
営
り
白
賃
銀
費
用
は
賃
銀
に
闘
す
る
平
均
費
用
曲
線
が
水
平
的
で
あ
る
限
り
雇
傭
量
及
び
産
出
高
に
依
存
し
な
い
。
他
方

に
長
い
て
産
出
高
一
単
位
営
り
の
債
格
は
生
計
費
指
数
と
比
例
的
に
共
同
世
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
産
出
高
一
間
単
位
常
り
の
賃
銀

費
用
と
産
川
高
一
車
位
嘗

D
O
債
格
と
白
比
が
安
定
軌
を
も
っ
と
い
う
と
と
は
資
質
賃
銀
指
数
が
安
定
的
で
あ
る
と
い
う
と
と
忙
な

り
、
そ
れ
は
雇
傭
量
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
、

と
と
ろ
で
カ
レ
ツ
キ
!
の
主
張
す
る
如
く
資
質
賃
銀
が
安
定
的
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
履
傭
景
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
例
詮

が
米
園
D
一
九
一
九

1
1三
五
年
D
数
字
に
つ
い
て
示
さ
れ
亡
い
る
け
れ
ど
も
、
と
の
鮪
は
カ
レ
ツ
キ
ー
も
指
摘
す
る
如
〈
、
米
園
は

ほ
ぼ
封
鎖
経
済
組
織
〈
n
z
m
包
品
売
E
V
に
近
い
か
ち
米
闘
が
選
ば
れ
た
と
い
う
も
己
と
は
注
志
主
要
す
る
。
即
ち
カ
レ
ヴ
キ

l
の
上
述

の
議
論
は
封
鎖
経
済
組
織
に
蒔
け
る
議
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
子
は
賃
銀
K
閲
す
る
平
均
費
用
が
水
平
的
で
あ
り
、
不
完
全
競
争
が
支

配
的
で
一
あ
る
時
な
ち
ば
、
資
質
賃
銀
は
安
定
的
で
あ
わ

J

、
そ
れ
は
雇
傭
量
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
に
議
き
る
。
而
し
て
封
鎖
経
緯
組

そ
の
た
め
白
蜜
容
を
全
〈
無
腕
し
て
、

織

を

開

い

た

場

合

に

、

た

だ

組

織

外

よ

り

の

原

料

費

と

い

う

項

目

を

逗

加

す

る

と

と

忙

よ

っ

て
、
!
と
り
賄
は
原
料
費
を
輸
入
品
と
み
た
ケ
イ
Y
ズ
は
正
し
い
(
前
節
・
註
(
ご

))11費
川
曲
線
の
水
平
的
で
あ
る
と
と
が
濁
占

度
と
原
料
費
と
の
相
殺
的
殻
果
陀
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
と
み
た
だ
け
の
と
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
大
謄
忙
し
て
、
明
快
左
る
彼
白
分
析

を
通
じ
て
『
調
占
皮
』
が
有
殺
に
駆
使
さ
れ
る
た
め
白
前
提
は
之
を
最
も
狭
〈
解
す
れ
ば
、
賃
銀
に
閲
す
る
平
均
的
費
用
曲
線
が
水
平

的
で
あ
る
と
と
、
封
鎖
経
済
組
織
で
あ
る
と
と
に
蚤
き
る
。
そ
う
し
て
と
の
二
つ
の
前
提
を
現
貸
え
の
接
近
に
縫
っ
て
破
っ
て
ゆ
〈
持



花、

w一A
の
安
定
性
を
承
認
す
る
以
上
、
各
経
済
的
数
量
間
白
愛
動
が
ww
一A
の
安
定
性
を
蒔
び
や
か
す
と
左
の
左
い
よ
う
に
、
グ
ツ

V

ヨ

y
を
必
要
ム
一
す

Z
。
而
し
て
カ
レ
?
キ
ー
の
選
ん
だ
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
『
締
占
度
」
と
原
料
費
と
り
愛
動
の
相
殺
的
殻
呆
で
あ
っ
た
と

言
う
と
左
が
刊
来
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
如
〈
考
え
る
な
ら
ば
、
『
猫
占
皮
』
が
分
配
を
決
定
す
る
主
吉
い
得
る
た
め
に
は
非
常
に
狭
い

範
聞
の
前
提
が
充
さ
れ
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
。
恐
ら
く
歴
史
的
時
間
の
一
一
瞬
に
於
亡
は
か
か
る
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
ラ
。
然
し
一
冗

来
は
「
澗
占
皮
』
そ
の
も
む
が
原
料
費
L
」
共
に
水
干
的
曲
続
白
前
提
と
W
一A
D
安
定
性
と
を
結
ぶ
結
節
離
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
『
猫

/
 

占
度
』
忙
せ
土
原
料
費
に
せ
よ
、
そ
の
概
念
が
明
確
で
は
な
い
。
と
の
と
と
は
一
ワ
の
個
別
企
業
白
不
完
全
競
争
債
格
か
ら
出
費
し
て

「
滴
占
皮
』
を
定

J

義
し
左
が

ι、
他
方
に
恥
い
て
主
要
費
用
曲
線
白
水
平
的
と
い
う
前
提
を
貫
質
賃
銀
の
安
定
性
か
ら
導
出
し
て
、
ょ

の
二
つ
の
組
合
せ
を
無
保
件
に
組
問
的
範
曙
に
沿
い
て
利
用
し
た
と
と
に
起
因
寸
る
。
従
つ
℃
一
企
業
山
原
料
費
で
あ
っ
た
も
の
が
そ

白
ま
ま
岡
民
縮
機
会
慨
白
原
料
費
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
と
白
原
料
費
な
る
も
の
は
一
企
業
白
場
合
に
は
、
単
に
他
企
業
か
ら
買

入
れ
る
間
接
費
、
賃
銀
費
用
以
外
む
す
べ
て
D
費
用
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
そ
白
ま
ま
園
民
経
掛
金
憶
に
披
犬
す
る
と
他
園
家
か
ら
職
入

す
る
間
接
費
、
賃
銀
費
用
以
外
の
す
べ
て
の
原
料
に
謝
す
る
封
外
支
出
と
い
う
と
と
に
な
る
ー

i
ケ
イ
ン
ズ
は
と
の
よ
う
に
解
し
た
の

で
あ
ろ
う
(
前
節
註
(
二

)
)
1
|然
し
甲
企
業
の
原
一
料
費
は
乙
企
業
の
版
資
債
格
で
あ
る
と
と
を
考
慮
す
れ
ば
園
民
経
榛
的
に
綿
計
し

た
場
合
中
間
生
産
物
白
償
額
が
相
殺
せ
ら
れ
る
か
ら
、
園
民
経
油
開
全
岬
聞
の
濯
礎
原
料
費
i
l
zカ
レ
ツ
キ

1
の
場
合
!
と
も
解
し
得

る
。
而

L
て
と
の
揚
令
忙
は
相
営
な
比
重
を
占
め
る
碁
礎
原
料
を
生
産
す
る
基
礎
産
業
白
利
潤
、
間
接
費
、
賃
銀
等
々
の
内
容
が
原
料

費
と
い
う
項
目
の
も
と
忙
一
括
せ
ら
れ
て
、
分
析
白
山
詞
象
か
ち
排
除
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
従
っ
て
基
礎
産
業
に
お
け
る
ほ
ど
猫
占
的

傾
向
が
強
い
'
と
す
れ
ば
、
と
白
場
合
「
濁
占
皮
』
の
威
力
を
護
持
す
る
舞
牽
が
な
い
。

ζ

白
己
と
み
」
本
米
は
『
不
完
全
競
争
度
』
で
あ

る
容
の
『
凋
占
度
』
が
『
全
〈
現
賛
同
友
』
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ

τ
い
る
と
と
を
考
え
あ
わ
す
な
ら
ば
、
カ
レ
ツ
キ

1
の
意
固
と
方

ネ
レ
ツ
キ
1
P
『
圃
占
度
』
と
分
配
機
構

策
宍
十
四
巻

五
九

第
四
、
豆
、
犬
腕

ヨ王



カ
ν
ツ
キ
1
P
『
調
占
度
」
と
分
配
槽
構

第
宍
十
四
巻

一六

O

第
四
、
豆
、
六
披

五

法
と
は
か
な
り
喰
遣
っ
て
〈
る
。

同
様
に
「
繍
占
度
』
に
つ
い
て
も
、
木
来
白
定
義
か
ち
す
れ
ば
一
個
別
企
業
に
闘
す
る
概
念
で
あ
る
が
、

と
れ
の
園
民
経
梼
金
剛
刊
の

平
均
と
い
う
も
の
が
如
何
友
る
意
味
を
も
つ
か
は
明
確
で
は
怠
い
。
特
定
の
産
業
部
門
が
カ
ル
テ
ル
附
協
定
に
よ
っ
て
一
定
の
『
潤
占

皮
』
を
維
持
し
得
る
と
ム
」
比
可
能
で
あ
高
か
ら
、
図
民
経
抽
出
金
砲
で
は
な
く
特
定
白
産
業
部
門
陀
闘
し
て
『
濁
占
皮
』

E
定
義
す
る
な

ら
ば
色
仏
語
窓
味
を
も
ち
得
る
で
あ
ろ
う
(
例
え
ば
]
・

T
・ダ
Y

ロ
ッ
プ
白
前
掲
論
文
)
。
然
し
℃
白
場
合
に
於
て
も
、
カ
レ
ケ
キ
ー
の

費
用
曲
線
水
干
の
前
提
の
も
ム
」
に
、
(
同
十
。
ピ
『
に
相
営
ず
る
比
率
を
そ
の
産
業
白
門
調
占
皮
』
と
み
る
こ
と
は
果
し
て
ど
れ
だ
け
の

意
味
が
あ
畠
で
あ
ろ
う
h
。
元
来
は
正
常
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
を
以
て
定
義
b
た
『
濁
占
度
』
は
市
場
D
不
発
全
性
に
由
来
す
る
概

念
で
あ
っ
て
そ
白
産
業
の
資
本
の
蓄
積
皮
と
は
無
闘
係
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
(
同
+
。
)
¥
吋
に
相
官
す
る
比
率
を
以
て
そ
り
産
業
の
『
濁

占
度
』
を
定
義
す
れ
ば
此
場
合
の
『
滴
占
度
』
は
明
に
安
本
D
蓄
積
皮
一
を
反
映
し
亡
は
い
る
。
し
か
し
と
れ
は
超
過
利
潤
の
程
度
を
一
不

す
所
の
『
繍
占
度
』
で
は
な
い
。
従
っ
て
ラ
ン
ゲ
白
提
示
す
る
。
『
償
格
釣
上
率
』
岱
出
席
。
「

E
官
庁
高
〉
と
も
み
ら
れ
や
J

、
ま
た
T
K

含
ま
れ
る
R
が
確
定
し
左
い
以
上
は
、
(
同
町
+
Q
)
¥
同
に
相
歯
す
る
比
率
を
以
て
定
義
山
市
一
ら
れ
た
『
猫
占
反
」
が
何
を
示
す
指
様
で
あ

る
の
か
解

ιを
く
左
る
。
更
に
閤
民
経
済
大
に
定
義
せ

ιれ
た
『
猫
占
皮
』
忙
は
ど
れ
だ
け
由
意
味
が
あ
る
だ
ら
う
か
。
と
の
場
合
に

一
は
た
だ
、

W
Z
D
安
定
牲
と
カ
レ
判
ソ
キ
ー
の
費
川
曲
線
水
干
の
前
提
と
を
つ
な
ぐ
結
節
耽
酬
と
し
て
導
出
苫
れ
た
概
念
に
仮
り
に
興
え
た

名
科
で
あ
る
ム
一
し
か
思
え
な
い
(
原
料
費
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
一
る
)
。
而
し
て
吏
に
カ
レ
ツ
キ
1
の
主
張
を
殴
味
に
す
る
所
以
は
出

Y

Z
ス

愛
鮪
に
沿
い
て
、

w一A
陀
h
M

け
る
A
が
庶
義
の
園
民
所
得
で
あ
る
と
い
う
と
と
に
起
因
す
る
。
卸
ち
W
一A
が
安
定
性
を
も
っ
て
い
る

ネ
ヴ
ト

と
い
う
と
と
か
ら
、
直
接
に
、

A
に
治
け
る
維
持
品
質
、
償
却
費
の
如
き
純
園
民
所
得
以
外
心
境
目
が
増
大
す
れ
ば
、

W
の
部
分
は
靖
夫

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
呂
。

而
し
て
と
白
闘
係
が
(
同
町
?
。
)
~
円
を
以
て
定
義
せ
ら
れ
た
『
繍
占
皮
』
と

T
W
と
の
積
の
一
定
に
よ
っ



て

W
Z
D
安
定
性
を
説
明
せ
ん
と
す
る
制
式
の
岡
山
型
で
あ
る
(
甚
之
。
縫
っ
て
『
濁
占
度
』
、
「
原
料
費
』
と
い
う
中
間
項
を
案
出
し
た

グ

い

ス

永

ヅ

ト

と
と
る
で
、
モ
白
山
川
登
賄
か
ら
、
(
間
十
⑤
)
の
内
部
D
分
析
が
不
問
に
附
苫
れ
、
度
義
の
闘
民
所
得
と
純
国
民
所
得
と
白
関
係
が
不
問

忙
附
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
「
猫
占
度
』
そ
の
も
の
が
何
か
し
ら
現
行
廷
の
調
占
的
傾
向
を
不
す
よ
う
友
意
味
に
解
さ
れ
友
が

ι、
そ

の

賀
、
全
く
者
本
蓄
積
白
程
皮
左
示
す
指
標
と
は
な
り
得
な
い
。
従
っ
て
『
通
常
の
見
解
に
反
し
て
、
稜
明
も
、
資
本
と
労
働
と
の
聞
の

代
替
白
開
力
性
も
、
共
忙
所
得
白
分
配
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
友
い
〕
と
青
う
よ
う
な
議
論
に
な

ιざ
る
を
得
&
い
で
あ
ち
告
。

(註
1
)

カ

ν
ッ
キ
ー
も
山
内
心
酌
提
を
そ
自
主
主
絡
調
的
に
承
認
じ
て
石
る
の
で
は
な
〈
、
例
へ
ぽ
『
濁
占
度
』
白
晴
減
を
指
定
す
る
場
告
に
、
民
接
叫

式
に
工
っ
て
算
出
せ
ず
、
閉
式
に
よ
っ
て
戸
k
R
一Y
と
が
W
一
イ
を
規
定
す
る
と
い
ふ
閥
保
を
利
用
し
て
、

W
一d
は
紹
瞬
間
事
賓
と
し
て
一
定
し
て

ゐ
る
か
ら
、

E
V
の
担
動
か

buμ
の
型
四
方
向
の
相
殺
的
翠
勤
扱
推
定
し
て
ゐ
る
に
~
す
智
な
い
。
も
L
則
自
前
提
を
紹
封
的
な
も
の
と
し
て
容
認
し

て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、
『
掴
占
陸
』
五
百
欝
動
は
直
接
出
式
か
ら
算
出
し
た
筈
で
恥
る
。
へ
該
書
三
ニ
ー
l
三
四
頁
又
は
卒
論
の
前
々
節
(
註
1
]
参
照
)
即

ち
週
噌
的
費
用
胸
線
よ
り
は
水
平
間
費
用
曲
線
。
方
が
現
質
的
で
あ
る
と
い
ふ
カ

ν
沙
キ
ー
の
推
定
は
、
経
済
組
織
全
健
に
闘
す
る
惣
定
で
あ
っ
て

買
掛
陀
前
誼
の
仕
様
が
な
p
e
b

白
で
あ
る
。

(註
2
)

何
L

乙
な
れ
悶
川
式
の
左
謹
の
分
母
は

H+(同
+
3
~明
、
と
も
書
換
へ
得
る
か
ら
、
市
町
一
，
d

が
一
定
で
あ
れ
ほ
(
同

+
3豆
、
も
一
定
、
従
っ
て

。
白
中
自
維
持
費
、
償
却
費
目
部
分
が
噌
大
す
れ
ば
M
M

も
晴
大
ず
る
。
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一
『
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4
n
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p
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H

篠
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平
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